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はじめに

国土交通省では，建設資材の需給を安定化し，

建設活動の円滑な実施を図ること等を目的とし

て，毎年度，予算成立後に公表される「建設投資

見通し（国土交通省総合政策局情報管理部建設調

査統計課）」を踏まえて，建設事業に使用される

主要な建設資材について，年間需要の推計値を公

表している。平成１５年度の「建設投資見通し」は

平成１５年５月６日に，「主要建設資材需要見通し」

は平成１５年６月１１日に公表したところであり，以

下に「平成１５年度建設投資見通し」の概要と併せ

て報告する。

平成１５年度建設投資見通し

� 平成１５年度の建設投資は，前年度比４．５％減

の５３兆９，９００億円（「名目値」，以下同じ）とな

る見通しである（表―１）。

� 平成１５年度の建設投資を政府・民間別に見る

と，政府投資は２２兆８，６００億円（前年度比８．４％

減），民間投資は３１兆１，４００億円（同１．４％減）

となり，建築・土木別には，建築投資が２８兆

５，８００億円（同２．０％減），土木投資が２５兆４，１００

億円（同７．１％減）となる見通しである。

	 建設投資は昭和５９年度以降，平成３年度まで

民間投資の増加により前年度比プラスで推移

し，平成４年度には８４兆円に達した。その後，

主に民間建設投資の減少により平成６，７年度

は８０兆円を下回った。平成８年度は民間住宅投

資の増加により一時的に８０兆円台となったが，

平成９年度以降は７０兆円台，平成１１年度以降は

６０兆円台で推移し，平成１４年度からは５０兆円台

で推移する状況となっている（図―１）。


 平成１５年度の建設投資額を地域別（１０ブロッ

ク）に見ると，すべての地域において前年度の

水準を下回る見通しである。

平成１５年度主要建設資材
需要見通しについて

国土交通省総合政策局建設振興課労働資材対策室
た なか かつ み

資材係長 田中 克己
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図―１　建設投資額（名目）の推移�
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� 平成１５年度の主要建設資材需要見通し

平成１４年度の主要建設資材の需要量は，建設投

資が前年度比７．１％減（名目値，見込み）で，う

ち建築部門では５．３％減，土木部門では８．９％減と

なることから，セメント，生コン，骨材，木材，

普通鋼鋼材およびアスファルトで減少となってい

る。平成１５年度の主要建設資材の国内需要は，建

設投資が政府投資，民間投資ともに減少し，全体

では前年度比４．５％減と見通されていることか

ら，すべての資材について減少する見通しである

（表―２）。

� セメント，生コンクリート

平成１４年度における需要量は，セメントが対前

年度比６．３％減の６，３５１万 tの実績見込み，生コン

クリートが同５．６％減の１３，１７４万m3であり，平成

１５年度においては，セメントが対前年度比４．０％

減の６，１００万 t，生コンクリートが同４．４％減の

１２，６００万m3と見通される。

� 骨材および砕石

平成１４年度における需要量は，骨材が対前年度

比８．５％減 の４４，０１４万m3，砕 石 が 同８．５％減 の

１９，７４６万m3と推計される。平成１５年度において

は，骨材が対前年度比５．３％減の４１，７００万m3，砕

石が同５．８％減の１８，６００万m3と見通される。

� 木 材

平成１４年度における需要量は，対前年度比６．１

％減の１，４２７万m3，平成１５年度においては，対前

年度比３．６％減の１，３７５m3と見通される。

� 普通鋼鋼材，形鋼，小形棒鋼

平成１４年度における需要量は，普通鋼鋼材が対

前年度比０．７％減の２，５８３万 t，形鋼が同６．５％減

の５６２万 t，小形棒鋼が同０．０％の１，０７０万 tであ

り，平成１５年度においては，普通鋼鋼材が対前年

表―１ 平成１５年度建設投資見通し

平成１３年度（実績見込み） 平成１４年度（実績見込み） 平成１５年度（見通し）
伸び率

１４／１３ １５／１４

建設投資（名目値）［兆円］ ６０．８ ５６．５ ５４．０ －７．１％ －４．５％
政 府 ２７．８ ２５．０ ２２．９ －１０．２％ －８．４％
民間住宅 １８．６ １７．９ １７．５ －３．５％ －２．５％
民間非住宅建設 １４．５ １３．６ １３．７ －５．７％ ０．１％

建設投資（実質値）［兆円］ ６２．５ ５８．５ ５６．２ －６．５％ －４．０％
政 府 ２８．５ ２５．８ ２３．７ －９．６％ －８．０％
民間住宅 １９．２ １８．６ １８．３ －２．８％ －１．９％
民間非住宅建設 １４．９ １４．１ １４．２ －５．２％ ０．６％
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度比３．２％減の２，５００万 t，形鋼が同０．４％減の５６０

万 t，小形棒鋼が同３．７％減の１，０３０万 tと見通さ

れる。

� アスファルト

平成１４年度における需要量は，対前年度比６．０

％減の３３７万 tの実績見込みであり，平成１５年度

においては，対前年度比６．４％減の３１５万 tと見通

される。

� 推計方法

�セメント，�生コンクリート，�骨材，砕

石，�木材，�普通鋼鋼材，形鋼，小形棒鋼，�

アスファルトの６資材９品目の国内における需要

量の見通しである。平成１５年度主要建設資材需要

見通しの推計方法は，「平成１５年度建設投資見通

し（国土交通省総合政策局情報管理部建設調査統

計課）」の建築（住宅，非住宅），土木（政府，民

間）等の項目ごとの平成１５年度建設投資見通し額

に，建設資材ごとの原単位（工事費１００万円当た

りの建設資材需要量）を乗じたものを基準に，各

建設資材の需要量の実績等を考慮して推計を行っ

ている。


 推計対象量の定義

� セメント

国内メーカーの国内販売量に海外メ

ーカーからの輸入量を加えた販売等の

量を対象としている。

「内需量」＝「国内販売量」＋「輸入

量」

なお，表―３および図―３の「内需

量」のうち，平成１３年度までは実績

値，平成１４年度は実績見込み値であ

り，（社）セメント協会の資料の値を用

いている。

� 生コンクリート

全国生コンクリート工業組合連合会

組合員工場の出荷量とその他の工場の

推定出荷量とを加えた出荷量を対象と

している。

「出荷量」＝「組合員工場出荷量」

＋「その他工場推定出

荷量」

なお，表―３および図―３の「出荷量」のう

ち，平成１４年度までは実績値であり，全国生コン

クリート工業組合連合会の資料の値を用いてい

る。

� 骨材および砕石

骨材については国内における供給量を対象とし

ており，輸入骨材も含んでいる。なお，図―３の

「供給量」のうち，平成１３年度までは実績値，平

成１４年度は推計値であり，経済産業省製造産業局

住宅産業窯業建材課の資料の値を用いている。

砕石については国内向け出荷量を対象としてい

る。なお，図―３の「出荷量」のうち，平成１３年

度までは実績値，平成１４年度は推計値であり，経

済産業省「砕石統計年報」の値を用いている。

� 木 材

国内メーカーの製材品出荷量を対象としてお

り，建設向け以外の量を含んでいる。また，製材

用素材として外材を含んでいる。なお，表―３お

よび図―３の「出荷量」のうち，平成１４年度まで

は実績値であり，農林水産省「製材統計」の値を

用いている。

表―２ 平成１５年度主要建設資材需要見通し

資材名称 単位

需 要 量 伸び率

平成１３年度
（実績）

平成１４年度
（実績見込み）

平成１５年度
（見通し）

１４／１３ １５／１４

セメント 万ｔ ６，７８１ ６，３５１ ６，１００ －６．３％ －４．０％
生コンクリート 万m３ １３，９５９ １３，１７４ １２，６００ －５．６％ －４．４％
骨 材 万m３ ４８，１２９ ４４，０１４ ４１，７００ －８．５％ －５．３％
砕 石 万m３ ２１，５９２ １９，７４６ １８，６００ －８．５％ －５．８％
木 材 万m３ １，５２０ １，４２７ １，３７５ －６．１％ －３．６％
普通鋼鋼材 万ｔ ２，６００ ２，５８３ ２，５００ －０．７％ －３．２％
形 鋼 万ｔ ６０１ ５６２ ５６０ －６．５％ －０．４％
小形棒鋼 万ｔ １，０７０ １，０７０ １，０３０ ０．０％ －３．７％
アスファルト 万ｔ ３５８ ３３７ ３１５ －６．０％ －６．４％

（注）１． 本見通しは，「平成１５年度建設投資見通し（国土交通省情報管理
部建設調査統計課平成１５年５月６日公表）」をもとに推計したもの
である。

２． 見通しの有効数字は，セメントは［１００万ｔ］，生コンクリート，
骨材および砕石は［１００万m３］，木材は［２５万m３］，普通鋼鋼材，形
鋼および小形棒鋼は［１０万ｔ］，アスファルトは［５万ｔ］。

３． 各資材の推計量は，セメントは［内需量］，生コンクリートは
［出荷量］，骨材は［供給量］，砕石は［出荷量］，木材は［製材品出
荷量］，普通鋼鋼材および形鋼は［建設向け受注量］，小形棒鋼は
［建設向け出荷量］，アスファルトは［建設向け等内需量］。
４． 平成１４年度の実績見込み値のうち，生コンクリート，木材，普通
鋼鋼材，形鋼および小形棒鋼については実績値である。
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図―３　主要建設資材需要量の年度推移�
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� 普通鋼鋼材および形鋼

国内メーカーの国内建設向け受注量を対象とし

ている。なお，表―３および図―３の「受注量」

のうち，平成１４年度までは実績値であり，（社）日

本鉄鋼連盟の資料の値（国内向け受注総量から国

内向け受注量を推計したもの）を用いている。

� 小形棒鋼

国内メーカーおよび国内販売業者からの国内建

設向け出荷量を対象としている。ただし，海外メ

ーカーからの輸入量は含まれていない。なお，表

―３および図―３の「出荷量」のうち，平成１４年

度までは実績値であり，経済産業省「鉄鋼統計月

報」の値を用いている。

� アスファルト

国内メーカーの建設向けストレートアスファル

ト内需量のうち，燃焼用および工業用を除いた国

内建設向け等内需量を対象としている。

「建設向け等内需量」

＝「国内建設向け出荷量」＋「建設向け輸入量」

なお，表―３および図―３の「内需量」のう

ち，平成１３年度までは実績値，平成１４年度は実績

見込み値であり，（社）日本アスファルト協会「石

油アスファルト統計月報」の値を用いている。

� そ の 他

なお，本建設資材の需要見通しは，今後，経済

情勢等に大きな変化が生じた場合は，必要に応じ

て見直す場合がある。

おわりに

近年の建設投資は，平成８年度の８３兆円をピー

クに減少傾向にあり，平成１５年度の建設投資は，

政府投資，民間投資ともに減少し，全体では前年

度比４．５％減の５３兆９，９００億円と見通され，今後も

減少傾向が続くものと考えられる。当室は，この

ような経済情勢の下，建設資材の需要動向につい

て，より精度の高い情報提供を重要課題として取

り組んでおり，関係各位におかれましては，引き

続き，ご理解，ご協力をお願いする次第です。

なお，本件は，国土交通省のホームページ（統

計情報のページ）で紹介していますのでご参照く

ださい（http : //www.mlit.go.jp/）。
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